
東
京
三
栄
会
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
文
化
交
流

委
員
会（
海
老
名
委
員
長
）が
昨
年
五
月
に
発
足
し
、

そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
料
理
教
室
」
の
第
一
回

が
、
昨
年
一
〇
月
五
日
に
プ
ラ
ン
タ
ン
銀
座
の
ク
ッ

キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
を
借
り
切
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。料

理
教
室
で
は
、
講
師
の
実
演
指
導
の
下
、
調
理

実
習
を
に
ぎ
や
か
に
終
え
て
、
出
来
上
が
っ
た
料
理

を
囲
ん
で
試
食
す
る
参
加
者
の
顔
に
は
、「
と
て
も

良
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
の
満
足
気
な
表
情

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

「
次
回
は
是
非
参
加
し
て
み
た
い
！
」
と
い
う
Ａ

子
さ
ん
。
文
化
交
流
委
員
会
で
料
理
教
室
を
担
当
す

る
三
井
製
糖
の
佐
々
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Ｑ．
料
理
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

一
人
で
料
理
教
室
に
参
加
す
る
の
は
気
後
れ
し

て
し
ま
っ
て
…
。

東
京
三
栄
会
会
員
会
社
の
社
員
だ
け
が
参
加
で
き

る
料
理
教
室
で
、
定
員
二
〇
名
の
少
人
数
制
。
実
習

は
四
人
ず
つ
五
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
な
の
で
、
初
め
て
の
方
も
、
お
一
人
で
も
、
気
軽

に
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
も
二
人
一
組
で
で
き

ま
す
よ
。

Ｑ．
一
度
申
し
込
む
と
何
回
か
通
わ
な
く
は
な
ら
な

い
の
で
す
か
？

一
回
完
結
型
の
教
室
で
す
か
ら
、
興
味
の
あ
る
回

だ
け
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回

開
催
日
の
三
〜
四
週
間
前
か
ら
募
集
し
ま
す
の
で
、

三
栄
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.san-

eikai.or.jp/

）を
小
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

く
と
い
い
で
す
ね
。

Ｑ．
第
一
回
は
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
の
で
す

か
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
料

理
」
で
お
馴
染
み
の
河
野

雅
子
先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
秋
の
味
覚
た
っ

ぷ
り
・
洋
食
ア
レ
ン
ジ
メ

ニ
ュ
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、「
さ
つ
ま
芋
の
ポ
タ

ー
ジ
ュ
」、「
鶏
肉
・
栗
・
き
の
こ
の
ワ
イ
ン
煮
」、

「
海
老
と
帆
立
貝
の
ハ
ー
ブ
パ
ン
粉
炒
め
」、「
コ
ー

ヒ
ー
サ
バ
ラ
ン
」
の
四
品
を
作
り
ま
し
た
。
簡
単
・

お
洒
落
な
家
庭
料
理
を
得
意
と
す
る
河
野
先
生
な
ら

で
は
！
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ．
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
す
る
か
楽

し
み
で
す
ね
。

料
理
教
室
は
三
人
の
委
員
が
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
毎
回
季
節
感
の
あ
る
テ
ー
マ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
タ
ン

銀
座
の
ス
タ
ッ
フ
と
日
夜
!?
企
画
を
練
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
第
二
回（
一
一
月
）は
「
簡
単
お
洒

落
な
X
ｍ
ａ
ｓ
メ
ニ
ュ
ー
」、
第
三
回（
一
二
月
）は

「
わ
が
家
流
お
せ
ち
料
理
」、
第
四
回（
一
月
）は
「
飲

茶
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ニ
ュ
ー
」
で
し
た
。

Ｑ．
当
日
の
料
理
教
室
は
、
ど
の
よ
う
に
進
行
す
る

の
で
す
か
？

ま
ず
は
、
当
日
作
る
料
理
を
講
師
が
実
演
し
て
見

せ
ま
す
。
受
講
生
は
配
布
さ
れ
た
レ
シ
ピ
を
見
な
が

ら
解
説
を
聞
き
ま
す
。
実
演
が
終
わ
る
と
、
生
徒
は

一
テ
ー
ブ
ル
四
〜
五
名
に
分
か
れ
て
、
自
分
た
ち
で

調
理
を
し
ま
す
。
に
ぎ
や
か
に
話
し
な
が
ら
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
良
く
料
理
を
進
め
ま
す
。

料
理
が
完
成
す
る
と
試
食
タ
イ
ム
に
移
り
ま
す
。

各
テ
ー
ブ
ル
に
完
成
し
た
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
並

べ
ら
れ
、
講
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
一
緒
に
席
に
着

き
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、
な
ご
や
か
に
歓
談
し

な
が
ら
試
食
し
ま
す
。
中
に
は
次
回
の
参
加
を
約
束

す
る
人
も
い
て
、
料
理
実
習
の
み
な
ら
ず
、
交
流
の

場
に
も
な
り
ま
す
。

Ｑ．
私
も
参
加
し
て
み
よ
う
！
　
次
回
の
開
催
日

は
？

次
回
は
二
月
一
三
日（
火
）、
河
野
先
生
の
「
ひ
な

祭
り
の
お
う
ち
メ
ニ
ュ
ー
」
で
す
。
申
込
締
切
日
は

二
月
六
日（
火
）午
後
五
時
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
希
望
者
が
増
え
、
大
変

心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
抽
選
で
漏
れ

た
場
合
は
残
念
で
す
が
、
諦
め
ず
に
次
回
ま
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
納

得
・
お
徳
の
料
理
教
室
で
す
！（

三
井
製
糖
　
佐
々
木
）
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昨
年
一
二
月
に
三
栄
会
組
織
を
五
部
会

に
再
編
成
後
、
初
め
て
の
秋
口
定
例
部
会

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
一
連
の
部
会
を

サ
ン
エ
イ
・
オ
ー
タ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

名
付
け
て
、
八
月
の
サ
ン
エ
イ
・
サ
マ

ー
・
フ
ェ
ス
タ（
会
員
会
社
社
員
か
ら
幹
部

に
至
る
ま
で
全
員
を
参
加
対
象
と
す
る
真

夏
の
祭
典
）と
対
極
し
て
捉
え
て
お
り
ま
す
。

一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
三
栄

会
五
部
会
の
各
世
話
人
が
合
計
八
回
の
会

合
を
開
催
し
て
、
延
べ
一
三
二
社
・
三
一

〇
名
を
集
め
た
サ
ン
エ
イ
・
オ
ー
タ
ム
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
い
か
な
る
運
営
を
し
た

の
か
、
関
連
写
真
や
広
報
委
員
の
取
材
に

基
づ
き
、
そ
の
一
部
始
終
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

増
田
会
長
の
ご
挨
拶（
各
部
会
共
通
）

三
栄
会
は
懇
親
･
交
流
を
目
的
と
し
た

任
意
団
体
で
あ
り
、
活
動
は
会
員
会
社
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

三
栄
会
は
多
種
多
様
の
業
態
の
集
ま
り
で
、

異
業
種
交
流
を
深
め
る
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
ま
す
。
縦
串
の
部
会
活
動
に
は
、
セ

ク
タ
ー
ご
と
に
再
編
成
さ
れ
た
５
つ
の
定

例
部
会
が
あ
り
ま
す
。

横
串
の
委
員
会
活
動
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
･
文
化
交
流
･
研
修
･
広
報
が
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
の
は
、

最
近
は
参
加
す
る
企
業
の
メ
ン
バ
ー
が
限

定
さ
れ
、
固
定
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

会
と
し
て
の
広
ま
り
に
問
題
が
出
て
い
る

こ
と
で
す
。
三
栄
会
を
一
層
活
発
化
す
る

た
め
に
、
会
員
各
社
の
社
員
が
三
栄
会
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て
の
一
体

感
は
前
提
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
特

に
三
栄
会
の
原
点
に
一
度
戻
っ
て
、
会
員

会
社
社
員
同
士
の
懇
親
と
交
流
を
一
層
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
手
共
通
世
話
人
の
三
栄
会
活
動
報
告

（
各
部
会
共
通
）

三
栄
会
の
各
部
会
は
、
秋
口
定
例
部
会

の
開
催
を
現
在
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。
開

催
方
法
は
、
各
部
会
に
任
せ
て
お
り
、
生

活
産
業
／
機
械
／
化
学
品
は
部
会
ベ
ー
ス

で
開
催
し
、
物
流
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
金

融
／
金
属
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
分
科
会
ベ
ー

ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
委
員
会
は
、

従
来
の
広
報
／
研
修
／
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が

あ
り
ま
す
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
四
種
目(

野
球
／
テ
ニ
ス
／

卓
球
／
ボ
ウ
リ
ン
グ)

の
活
動
に
加
え
て
、

今
後
は
新
規
に
フ
ッ
ト
サ
ル
ま
た
は
サ
ッ

カ
ー
を
追
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
三
社
の
会
員
会
社
に
サ
ッ
カ
ー
部

が
既
に
あ
る
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
発
足
し
た
文
化
交
流
は
、
四
教
室（
写

真
／
絵
画
／
陶
芸
／
料
理
）に
加
え
て
、
社

会
貢
献
活
動（
カ
ン
ボ
ジ
ア
小
学
校
向
け
寄

贈
／
盲
導
犬
募
金
）を
開
始
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
二
年
ぶ
り
に
サ
マ
ー
・
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
企
画
と
し
て
、

三
栄
会
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
／
会
員
会
社
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
／
ゴ
ス
ペ
ル

コ
ー
ラ
ス
を
実
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

経
営
懇
談
会
を
新
設
し
て
、
三
月
・
六

月
・
九
月
と
三
回
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｂ
Ｋ
講
師
に
は
、
槍
田
社
長
、
今
井
専

務
Ｃ
Ｆ
Ｏ
、
横
手
専
務
を
順
次
お
招
き
し

て
、
会
員
会
社
幹
部
と
積
極
的
に
意
見
交

換
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
栄
会
紹
介
ビ
デ
オ
（
各
部
会
共
通
）

三
栄
会
の
歴
史
・
組
織
・
活
動
内
容
を

紹
介
す
る
三
分
半
の
ビ
デ
オ
を
各
部
会
で

上
映
し
ま
し
た
。
本
ビ
デ
オ
は
サ
マ
ー
・

フ
ェ
ス
タ
を
契
機
に
広
報
委
員
会
で
製
作

し
ま
し
た
。
湯
河
原
研
修
な
ど
の
機
会
を

利
用
し
て
三
栄
会
会
員
の
皆
様
に
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
で
、
三
栄
会
を
よ
り
良
く
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
エ
イ
・
オ
ー
タ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

●
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
金
融
分
科
会

「
各
社
人
事
制
度
の
運
用
･
人
材
開
発

等
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」
と
題
さ
れ
た
、

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
社
が

事
前
に
提
出
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、

人
事
制
度
や
取
り
組
み
中
の
課
題
な
ど
を

説
明
、
一
巡
後
に
全
体
会
議
を
行
う
形
式

に
て
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
会
社
の
業

種
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高

齢
者
雇
用（
定
年
延
長
、
再
雇
用
）や
人
材

能
力
の
開
発
な
ど
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化

や
労
働
需
給
の
改
善
な
ど
を
背
景
と
し
た

人
事
制
度
上
の
悩
み
は
共
通
で
あ
り
、
業

種
を
超
え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

定
例
部
会
は
従
来
講
義
形
式
の
勉
強
会

を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
「
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
課
題
整

理
を
踏
ま
え
た
討
議
形
式
」
に
つ
い
て
好

意
的
な
感
想
も
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
三
井
リ
ー
ス
事
業
　
松
村
）

●
生
活
産
業
部
会

今
年
度
か
ら
セ
グ
メ
ン
ト
別
と
な
っ
た

生
活
産
業
部
会
は
、
年
１
回
の
定
例
部
会

を
４
分
科
会
合
同
で（
情
報
産
業
／
食
料
リ

テ
ー
ル
／
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
事
業
／
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
）、開
催
し
ま
し
た
。

き
ず
な
屋
浪
漫
工
房
／
権
八
成
樹
氏
に

よ
る
「
ハ
イ
タ
ッ
チ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

論
／
切
れ
ば
血
が
出
る
人
間
力
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
氏
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
退
職
後
、
Ｉ
Ｂ

Ｍ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
社
理
事
を
務
め
、
現
在
は
二
一
世
紀
の

人
づ
く
り
に
情
熱
を
燃
や
さ
れ
、
フ
リ
ー

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、
Ｍ
Ｂ
Ｋ

か
ら
小
川
情
報
産
業
本
部
長
、
藤
田
食

料
・
リ
テ
ー
ル
本
部
長
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
テ
レ
パ
ー
ク
　
新
田
）

●
機
械
部
会

機
械
部
会
の
次
期
世
話
人
に
、
三
井
物

産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㈱
池
田
社
長
が
就
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、「
機
械
部
世
話
人
に
関

す
る
内
規
」
が
承
認
・
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｂ
Ｋ
／
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
倉
井
弘

二
氏
に
よ
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
三
井
物
産
の
取

り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

三
井
物
産
の
経
営
理
念
た
る
Ｍ
Ｖ
Ｖ
の
下
、

社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）重
視
の
経
営
を
推

し
進
め
、
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
三

井
物
産
の
経
営
目
的
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
定
義
、
取
り
組
み
の
意
義
や

動
向
、
三
井
物
産
が
行
う
本
業
･
本
業
以

外
の
地
球
環
境
保
全
、
社
会
貢
献
な
ど
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実

例
を
挙
げ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

三
井
物
産
グ
ル
ー
プ
全
体
に
活
動
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関

心
も
深
く
、
予
定
の
質
疑
応
答
時
間
を
超

過
し
た
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｋ
か
ら
松
岡
副
社

長
、
陶
浪
機
械
本
部
長
、
古
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
本
部
長
、
中
山
業
務
部
長
、
浦
島
機

械
業
務
部
長
他
の
方
々
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

（
物
産
機
械
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
田
近
）

サンエイ・オータム・セッション
5部会再編成後、
初めての秋口定例部会開催

1. 物流･金融･コーポレート部会

1）コーポレート･金融分科会&懇親会
10月24日（火）開催、幹事は三井物産ゼネラ
ルサービス㈱　野村社長。所属正会員7社･準
会員1社 ／計18名出席。三栄会幹部・MBK
は計5名出席。
主な議事は、「各社人事制度の運用・人材開発
等に関する現状と課題」に関する討論会。

2）物流分科会&懇親会
11月6日（月）開催、幹事は東神倉庫㈱　崎山
社長。所属正会員11社出席・準会員1社／計
19名出席。三栄会幹部・MBKは計11名出席。
主な議事は、平成18年物流部会の年間活動に
関する諸報告&会員各社報告。MBK役員は松
本常務が出席。

2. 金属･エネルギー部会

1）鉄鋼原料・非鉄分科会&懇親会
11月14日（火）開催、幹事は三井物産非鉄販
売㈱　田坂社長。所属正会員4社・準会員2
社／計21名出席。三栄会幹部・MBKは計8
名出席。
主な議事は、MBK業務部長・室長の講話（①
金属セグメントの概況、②連結グローバル経営
下で関係会社に望むこと）。MBK役員は飯島本
部長が出席。

2）鉄鋼分科会&懇親会
12月6日（水）開催、幹事は㈱新津田　須藤社
長。所属正会員21社･準会員2社／計35名出
席。三栄会幹部・MBKは計19名出席。
主な議事は、MBK業務部長・本部長・副社長
の講話(①MBK全体および金属セグメントの概
況、②鉄鋼製品本部の現在と今後の方向性、③
2007年3月期中間決算･金属業界を取り巻く
環境・MBKの方向性)。MBK役員は多田副社
長、渡邊本部長が出席。

3）エネルギー分科会&懇親会
11月13日（月）開催、幹事は三井石油開発㈱
香川社長。所属正会員7社・準会員5社／計
66名出席。三栄会幹部・MBKは計19名出席。
主な議事は、「エタノールを取り巻く世界情勢
及び今後の日本のS.S.業界」に関する講演（講
師は日本アルコール産業㈱、西尾社長）。MBK
役員は多田副社長が出席。

3. 機械部会

機械部会&懇親会
10月20日（金）開催、幹事は三井物産オート
モーティヴ㈱　辻田社長。所属正会員13社･
準会員1社／計25名出席。三栄会幹部・
MBKは計12名出席。
主な議事は、「CSRと三井物産の取組み」の講
演（講師はMBK/CSR推進部）および機械部会
内規制定。MBK役員は松岡副社長、陶浪常務、
古川常務が出席。

4. 化学品部会

化学品部会&懇親会
11月16日（木）開催、幹事は三井物産プラス
チックス㈱　中山社長。所属正会員14社・準
会員2社／計28名出席。三栄会幹部・MBK
は計12名出席。
主な議事は、MBK本部長講話（部門現状報告）、
「化学物質規制への対応、国内外の法規制に対
するコンプライアンス」の講演（講師は日本ケ
ミカルデータベース㈱、佐野主任研究員）、
MBK役員は溝之上本部長が出席。

5. 生活産業部会

生活産業部会&懇親会
10月3日（火）開催、幹事は東洋オフィスメー
ション㈱　福田社長。所属正会員40社・準会
員1社／計41名出席。三栄会幹部・MBKは
計25名出席。
主な議事は、「ハイタッチ・マーケティング論、
切れば血が出る人間力のマーケティング」の講
演（講師は、きずな屋浪漫工房の権八成樹氏）。
MBK役員は小川常務、山本常務、藤田本部長
が出席。

野村社長

崎山社長

田坂社長

須藤社長

香川社長

辻田社長

中山社長

福田社長

増田会長

横手共通世話人

コーポレート・金融分科会

機械部会の懇親会の様子

生活産業部会の権八成樹講師



平
成
一
八
年
一
二
月
二
五
日
、
午
前
一

一
時
よ
り
三
井
物
産
本
店
一
二
階
会
議
室

に
お
い
て
、
第
二
七
回
東
京
三
栄
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
増
田
会
長
以

下
、
東
京
三
栄
会
幹
部
、
会
員
会
社
九
七

社
一
〇
〇
名
、
地
方
三
栄
会
長
な
ら
び
に

特
別
会
員
で
あ
る
三
井
物
産
㈱
か
ら
今
井

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員
、
小
川
事
業

管
理
部
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
井
物
産
今
井
代
表
取
締
役
専
務
執
行

役
員
に
、
来
賓
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
七
つ
の
議
案
を
審
議
し
、
会
員
会
社

一
六
〇
社
の
う
ち
、
委
任
状
を
含
む
一
四

五
社
の
賛
同
を
得
て
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
二
四
階
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ム
に
お
い
て
三
井
物
産
主
催
の
懇
親

会
を
催
し
、
三
井
物
産
大
橋
会
長
ほ
か
幹

部
の
方
一
四
五
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■

増
田
会
長
ご
挨
拶
よ
り

■

冒
頭
、
増
田
会
長
が
総
会
出
席
者
へ
の

謝
意
と
三
栄
会
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
部
会
、
委
員
会
の
世
話
人
の
協
力
に
対

し
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
挨
拶
の

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
連
結
経
営
が
確
実
に
深
化

三
井
物
産
の
業
績
は
至
っ
て
順
調
で
あ

り
、
今
年
度
も
史
上
最
高
の
決
算
に
な
る

と
予
想
さ
れ
、
関
係
会
社
の
貢
献
も
一
段

と
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
四
〇

四
条
へ
の
対
応
も
進
展
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
は
定
量
的
に
も
定

性
的
に
も
三
井
物
産
企
業
グ
ル
ー
プ
の
連

結
経
営
が
確
実
に
深
化
し
て
い
る
こ
と
を

明
確
に
意
識
で
き
る
一
年
と
な
っ
た
。

三
栄
会
は
、
独
立
し
た
企
業
と
し
て
社

会
的
責
任
を
果
た
し
、
会
員
同
士
の
情
報

交
換
や
親
睦
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

自
主
的
任
意
な
団
体
で
あ
る
が
、
一
方
で

連
結
経
営
の
時
代
に
あ
っ
て
、

独
立
し
た
一
企
業
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
三
井
物
産
グ
ル
ー
プ

企
業
の
一
員
と
し
て
社
会
的
責

任
を
問
わ
れ
て
い
る
。

●
グ
ル
ー
プ
一
体
感
の
醸
成
に

貢
献

今
後
と
も
会
員
相
互
の
交
流
拡

大
の
た
め
に
一
人
で
も
多
く
の

参
加
を

そ
の
中
で
第
二
七
期
は
、
規

定
・
組
織
を
改
定
し
、「
グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
の
醸

成
」
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て

運
営
。
具
体
的
に
は
、
会
員
各

社
幹
部
と
三
井
物
産
幹
部
と
の

直
接
対
話
を
図
る
場
の
常
設

と
、
業
種
・
業
界
を
超
え
た
横

断
的
組
織
で
あ
る
委
員
会
活
動

を
充
実
さ
せ
た
。
特
に
新
設
し

た
文
化
交
流
委
員
会
※※

で
は
、

従
来
比
較
的
少
な
か
っ
た
女
性

社
員
に
多
数
参
加
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
で
は
東
京
だ

け
で
な
く
、
地
方
三
栄
会
と
の
接
点
も
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
交
流
の
輪

が
拡
が
っ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
・
収
穫

と
な
っ
た
。

地
道
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
、
会
員
各
社
間
、
親
会
社
で
あ
る

三
井
物
産
と
の
一
体
感
の
醸
成
に
多
少
な

り
と
も
貢
献
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
会
員
相
互
の
交
流

を
拡
大
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
三
栄
会
の
最
大

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
て
い
る
。

当
会
の
活
動
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
的
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
得
て
、
よ
り
実

り
あ
る
活
動
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

（
エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
　
林
）

■
今
井
和
也
代
表
取
締
役

専
務
執
行
役
員
ご
挨
拶
■

会
社
全
体
と
し
て
は
良
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る

●
は
じ
め
に

従
来
で
あ
れ
ば
社
長
や
業
務
担
当
役
員

が
こ
こ
で
ご
挨
拶
を
す
る
の
で
す
が
、
本

年
四
月
よ
り
新
し
く
で
き
ま
し
た
事
業
管

理
部
が
関
係
会
社
の
窓
口
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
日
は
、
事
業
管
理
部
を
管
掌

し
て
お
り
ま
す
私
よ
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

●
雲
が
晴
れ
て
先
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
二
〇
〇
六
年

年
末
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
連
結
経
営

の
観
点
か
ら
今
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
年
初
に
、

一
六
年
ぶ
り
に
二
、
〇
〇
〇
億
円
の
増
資

を
行
い
ま
し
た
。
今
か
ら
考
え
ま
す
と
、

今
年
一
年
間
を
通
じ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
お

い
て
増
資
に
適
し
た
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
結
果
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
も
受

け
入
れ
ら
れ
、
株
価
も
良
く
、
投
資
戦
略

を
活
性
化
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
月
に
経
営
展
望
と
い
う
形

で
物
産
戦
略
を
発
表
し
、
三
〜
四
年
後
に

は
安
定
的
に
三
、
〇
〇
〇
億
〜
四
、
〇
〇

〇
億
円
の
税
後
利
益
を
目
標
に
据
え
ま
し

た
が
、
今
期
の
税
後
利
益
目
標
二
、
四
〇

〇
億
円
に
つ
い
て
は
、
中
間
決
算
で
一
、

五
四
五
億
円
と
、
目
標
の
三
分
の
二
く
ら

い
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
一

〇
月
の
初
め
に
は
、
約
二
年
か
か
っ
た
Ｄ

Ｐ
Ｆ
事
件
が
最
後
の
一
台
の
回
収
を
終
え

て
、
よ
う
や
く
解
決
い
た
し
ま
し
た
。
Ｄ

Ｐ
Ｆ
事
件
は
、
本
当
に
重
い
、
私
ど
も
の

内
部
統
制
上
の
問
題
、
あ
る
い
は
認
識
、

意
識
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

あ
り
、
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

認
識
で
お
り
ま
す
。

一
二
月
二
一
日
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

石
油
製
品
ト
レ
ー
ダ
ー
に
お
い
て
二
〇
〇

億
円
の
損
失
を
発
表
し
、
年
末
を
嫌
な
雰

囲
気
で
迎
え
る
中
、
槍
田
社
長
が
モ
ス
ク

ワ
に
出
張
し
サ
ハ
リ
ン
問
題
を
解
決
い
た

し
ま
し
た
。
サ
ハ
リ
ン
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
な
ど
に
屈
し
た
と
い
う
よ
う
な
報
道

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
、
あ
る
い
は
現
時
点
で
の
置
か
れ
た
状

況
を
考
え
ま
す
と
、
ベ
ス
ト
な
解
決
で
あ

っ
た
と
考
え
ま
す
。

今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
こ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
不
透
明

な
状
況
が
、
雲
が
晴
れ
て
先
が
見
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

●
互
い
に
共
通
の
認
識
を
持
ち
連
携
を
図
る

来
年
は
今
行
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
連

結
経
営
の
課
題
は
大
き
く
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
収
益
レ
ベ
ル
が
昔
に
比
べ
て

ジ
ャ
ン
プ
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
経
営
、

そ
の
最
適
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

我
々
は
し
っ
か
り
と
基
軸
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
関
係
会

社
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
厳
し
い

事
を
言
わ
れ
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

お
互
い
に
し
っ
か
り
し
た
共
通
の
認
識
を

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、
現
在
大
赤
字
の
連
結
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
、
再
来
年
頃
に
は
黒
字

化
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
後
は
、

や
は
り
「
内
部
統
制
」
の
問
題
で
す
。
来

期
早
々
、
四
〇
四
条
対
応
の
最
初
の
報
告

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

辺
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
儲
か
る
も
の
も

儲
か
ら
な
い
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
、
ご
理
解
を
お
願
い
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
会
社
全
体
と
し
て

は
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
を
緩
め
ず
、
来
年
も
ま
た
共
通
認
識
を

持
っ
て
連
携
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
三
井
製
糖
　
松
本
）

（3）第68号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年1月

■幹事異動
・機械部会・正世話人
〈前任〉辻田亜歴　三井物産オートモ

ーティヴ㈱社長
〈後任〉池田純明　三井物産プロジェ

クト㈱社長
・金属・エネルギー部会・正世話人
〈前任〉田坂和夫　三井物産非鉄販売

㈱社長
〈後任〉須藤裕雄　㈱新津田社長
・金属・エネルギー部会副世話人
〈前任〉須藤裕雄　㈱新津田社長
〈後任〉田坂和夫　三井物産非鉄販売

㈱社長

■東京三栄会入会
・パワーシステム㈱
・アシスト㈱
・三井物産プロジェクト㈱
・エムアンドイーソリューション㈱

■東京三栄会退会
・佐渡島金属㈱
・エームファシリティサービス㈱

東京三栄会加入会社数
160社（2007年1月1日現在）

■社名変更
・MSSステンレスセンター
（旧社名　関東ステンレスセンター㈱／
㈱山文ステンレスセンター）

・リヤドロジャパン㈱
（旧社名　物産リヤドロ㈱）

お し ら せ

認定証を授与される三井石油開発・香川社長

三
栄
会
・
物
流
分
科
会
は
海
外
研
修
と

し
て
、
合
計
八
社
・
一
八
名
の
参
加
者
が
、

二
〇
〇
六
年
九
月
三
〜
九
日
の
日
程
に
て
、

タ
イ
・
中
国
の
物
流
会
社
お
よ
び
各
物
流

施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

特
に
中
国
・
上
海
で
は
、
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
開

港
し
た
洋
山
深
水
港
を
、
特
別
の
手
配
に

よ
り
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上

海
で
は
こ
れ
ま
で
は
港
が
浅
く
、
寧
波
経

由
に
て
輸
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
洋
山
港

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
大
型
船
舶
が
寄

港
可
能
に
な
り
、
運
行
効
率
が
向
上
し
ま

し
た
。

上
海
が
深
水
港
を
持
つ
こ
と
で
、
ま
す

ま
す
の
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
三
栄
会
・
物
流
分
科
会
）

（サンエイニュース68号以降）

※
文
化
交
流
委
員
会：
会
員
企
業
の
社
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
よ
り
絵
画
、
料
理
、
写
真
の

教
室
を
実
施
。
今
年
二
月
か
ら
は
陶
芸
教
室
が
始
ま
る
。
ま

た
、
社
会
貢
献
活
動
で
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
か
ら
二

〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
ま
で
「
盲
導
犬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
生
へ
の
文
房
具
ボ
ー
ル
・
楽
器
寄
贈

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

―
東
京
三
栄
会
第
二
七
回
通
常
総
会
開
催
―

第
二
八
期
は
原
点
に
戻
り「
い
い
仲
間
、
い
い
仕
事
」を

二
〇
〇
六
年
度

■ISO取得
・三井石油開発　ISO14001／
OHSAS18001

三井石油開発（略称MOECO）は、環
境の国際規格であるISO14001およ
び労働安全衛生の国際規格である
OHSAS18001を、2006年9月28日
付にて取得しました。

今井専務

第
二
七
回
通
常
総
会
決
定
事
項
よ
り

●
第
二
八
期
活
動
重
点
テ
ー
マ

「
い
い
仲
間
、
い
い
仕
事
、
三
栄
会
」

三
栄
会
発
足
時
の
原
点
に
戻
っ
て
、
会
員
間

の
懇
親
・
交
流
を
加
速
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
に
力
点
を
置
く
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
委
員
会
で
新
し
い
競
技
大
会

（
第
一
候
補
は
フ
ッ
ト
サ
ル
）の
実
施
や
研
修
委

員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な
ど
を
計
画
。

●
役
員
の
任
期
を
改
定

役
員
の
任
期
を
現
行
の
二
年
か
ら
一
年
に
変

更
。
再
任
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
四
期
四
年

を
限
度
と
す
る
。

●
幹
部
改
選

再
任：

増
田
潤
逸
会
長

豊
島
立
副
会
長

横
手
海
一
郎
共
通
世
話
人

新
任：

野
村
盛
厚
副
会
長

退
任：

海
老
名
潤
副
会
長

高
木
尚
二
副
会
長



【
テ
ニ
ス
大
会
】

昨
年
、
六
月
四

日
か
ら
七
月
二
日

ま
で
、
二
三
社
、

総
勢
約
一
四
〇
名

が
参
加
し
て
の
テ

ニ
ス
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
宇
徳
運
輸
㈱

B
チ
ー
ム
、
準
優
勝
チ
ー
ム
は
中
央
ビ
ル

ト
工
業
㈱
、
三
位
は
新
日
本
空
調
㈱
と
な

り
ま
し
た
。

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

九
月
二
一
日
に
は
、
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
田
町
ハ
イ
レ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
、

一
四
社
、
一
八
チ
ー
ム
、
約
七
〇
名
が
参

加
し
て
、
団
体
戦
と
個
人
戦
を
和
気
あ
い

あ
い
な
が
ら
熱
気
の
こ
も
っ
た
ゲ
ー
ム
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
個
人
男
子
一
位
お
よ
び
ハ
イ
ゲ

ー
ム
を
獲
得
し
た
大
越
竜
也
さ
ん
を
擁
す

る
日
本
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
㈱
が
団
体
七

連
勝
を
飾
り
、
団
体
準
優
勝
は
個
人
女
子

一
位
と
ハ
イ
ゲ
ー
ム
の
小
八
木
優
子
さ
ん

の
活
躍
も
あ
り
、
ア
ラ
マ
ー
ク
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
A
が
二
年
連

続
し
、
三
位
は
三
井
物
産
ト
レ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
で
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
藤
松
ス
ポ
ー
ツ
交
流

委
員
長
の
挨
拶
、
乾
杯
で
表
彰
式
を
兼
ね

た
懇
親
会
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
恒
例
と

な
っ
た
各
社
協
賛
品
の
抽
選
会
で
は
皆
一

喜
一
憂
し
、
最
後
に
日
本
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ

ッ
ク
㈱
佐
藤
社
長
と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

で
の
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
争
奪
戦
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

（
中
央
ビ
ル
ト
工
業

大
久
保
）

第68号サンエイニュース　ＳＡＮ－ＥＩＮＥＷＳ平成19年1月 （4）

東
神
倉
庫（
品
川
区
）は
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
二
二
日
に
、
医
療
機
器
や
衛
生
用

品
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル

物
流
用
倉
庫
と
し
て
東
神
倉
庫
20
号
倉
庫

（
同
区
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
同
倉
庫
は

六
階
建
て
、
延
床
面
積
一
万
二
、
九
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
首
都
圏
と
羽
田
空
港

ま
で
八
キ
ロ
、
大
井
埠
頭
ま
で
は
二
キ
ロ
、

首
都
高
速
道
路
の
大
井
南
出
入
口
に
一
・

五
キ
ロ
と
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
本
倉
庫
の
特
徴
と
し
て
、
強

度
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
免
震
構
造
を

採
用
し
て
お
り
ま
す
。
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

医
療
関
連
物
流
業
務
を
新
し
い
事
業
分
野

に
位
置
づ
け
、
新
倉
庫
を
そ
の
中
核
施
設

と
し
て
活
用
、
首
都
圏
に
お
け
る
医
療
機

器
や
資
材
物
流
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
病
院
の

経
営
改
善
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
メ
デ

ィ
カ
ル
物
流
は
成
長
の
見
込
め
る
分
野
で

あ
り
、
新
倉
庫
が
メ
デ
ィ
カ
ル
物
流
の
メ

ッ
カ
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
メ
デ
ィ
カ
ル
関
係
貨
物
以
外
に
も

一
般
貨
物
保
管
に
つ
い
て
の
ご
用
命
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

東
神
倉
庫
株
式
会
社

営
業
本
部
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
部

電
話：

〇
三
―
三
七
六
六
―
六
九
六
三
㈹

http://w
w
w
.toshin-soko.co.jp

■
■
■

ア
ラ
マ
ー
ク
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
、
〝
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
レ
ン

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
〞
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

お
客
様
が
日
々
お
使
い
に
な
る
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
弊
社
が
レ
ン
タ
ル
し
、
お
届
け

す
る
際
に
は
、
着
用
さ
れ
る
方
の
サ
イ
ズ

や
必
要
数
を
あ
ら
か
じ
め
お
調
べ
し
て
準

備
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
客
様
の
お
手
を

患
わ
せ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

お
客
様
に
お
い
て
常
備
在
庫
を
必
要
と
し

ま
せ
ん
の
で
、
管
理
の
手
間
や
コ
ス
ト
面

で
も
非
常
に
効
率
的
で
す
。

毎
週
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
が
お
客
様
へ
ご
訪

問
し
た
際
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
集
品
し
、

洗
濯
し
、
修
理
が
必
要
で
あ
れ
ば
補
修
を

行
っ
て
納
品
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
客
様

は
常
に
清
潔
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
ご
着
用

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
全
て

レ
ン
タ
ル
代
金
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
管
理
さ
れ
る
部
署

の
方
、
着
用
さ
れ
る
方
と
も
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

ア
ラ
マ
ー
ク
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ジ

ャ
パ
ン
㈱

経
営
企
画
部

電
話：

〇
三
―
五
八
二
一
―
五
二
一
六

http://w
w
w
.aram

ark-uniform
.co.jp

三
井
製
糖
㈱
の
お
砂
糖
「
や
ん
ば
る
糖
」

に
、
粉
末
タ
イ
プ
が
登
場
し
ま
し
た
。

〝
や
ん
ば
る
〞
は
沖
縄
本
島
の
北
部
地
域

の
総
称
で
〝
山
原
〞
と
書
き
ま
す
。
緑
深

い
山
地
の
美
し
い
自
然
に
つ
つ
ま
れ
、
古

く
よ
り
さ
と
う
き
び
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
ら
れ
る「
や
ん
ば

る
糖
」は
、
沖
縄
産
原
料
一
〇
〇
％
の
風
味

豊
か
な
お
砂
糖
で
す
。
粉
末
タ
イ
プ
は
さ

ら
さ
ら
で
使
い
や
す
く
、
香
ば
し
い
お
菓

子
作
り
や
コ
ク
を
出
し
た
い
お
料
理
に
お

薦
め
。
寒
天
や
く
ず
き
り
を
お
い
し
く
す

る
黒
蜜
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
ま
た
、
魚

な
ど
の
臭
み
を
和
ら
げ
る
働
き
も
あ
る
ん

で
す
よ
。

沖
縄
色
あ

ふ
れ
る
鮮

や
か
な
パ

ッ
ケ
ー
ジ

に
は
、
よ

く
見
る
と

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
…
。
裏
面
で
は
お
い

し
い
ラ
フ
テ
ー
の
作
り
方
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

沖
縄
発
の
豊
か
な
お
い
し
さ
を
、
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
製
糖
㈱
お
客
様
相
談
窓
口

電
話：

〇
一
二
〇
―
三
一
〇
三
一
八

■
■
■

三
井
物
産
林
業
㈱
が
販
売
し
て
い
る
駐

車
場
向
け
の
芝
生
保
護
材
「
グ
リ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
」
は
、
〝
芝
生
の
駐
車
場
〞
を
実

現
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
品
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
高
強
度
の
突
起
で
車
両
の

荷
重
を
支
え
、
芝
の
根
を
守
る
点
に
あ
り

ま
す
。
芝
生
に
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

抑
止
や
心
身
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
い
っ

た
効
果
が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
は

こ
れ
ら
の
効
果
を
駐
車
場
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平
成
一
六
年
三
月
の
工
場
立
地
法
改
正

に
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
芝
生
駐
車
場
も
緑

地
面
積
と
し
て
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
工
場
の
増
改
築

物
件
を
主
に
工
場
立

地
法
対
策
と
し
て
、

日
本
全
国
で
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
工
場
に
限
ら

ず
、
公
園
や
公
共
施

設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
で
の
実
績
も
あ
り
ま
す
の
で
、
緑
地

面
積
の
確
保
な
ど
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
製
品
タ
イ
プ
は
複
数
あ
り
、
用
途
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

三
井
物
産
林
業
㈱

エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
部

電
話：

〇
三
―
三
六
四
九
―
七
一
七
七

http://w
w
w
.m

br.co.jp

芝
生
の
駐
車
場
を
実
現

工
場
立
地
法
対
策
に
有
効
で
す

メ
デ
ィ
カ
ル
物
流
新
倉
庫
が
完
成

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
レ
ン
タ
ル
の
時
代
へ

新
発
売
の
お
砂
糖

「
粉
末
や
ん
ば
る
糖
」

優勝した宇徳運輸Bチーム


